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対象者 性別 年齢 経験種⽬ 経験年数
1 男 60歳以上 シーカヤック 30年
2 男 40-49歳 シーカヤック 20年
3 ⼥ 20-29歳 航海カヌー 10年
4 男 40-49歳 海洋活動全般 20年
5 男 40-49歳 シーカヤック 24年
6 男 40-49歳 シーカヤック・ダイビング 17年
7 男 40-49歳 ダイビング 23年
8 男 50-59歳 海洋活動全般 34年
9 男 50-59歳 海洋活動全般 40年
10 男 50-59歳 シーカヤック 30年
11 男 20-29歳 セーリング 15年
12 男 30-39歳 アウトリガーカヌー 15年
13 男 60歳以上 シーカヤック 30年

 2

説明⽂の内容
LS1 意志決定 ⽣活に関する決定を建設的に⾏うための助けとなる。
LS2 問題解決 ⽇常の問題を建設的に処理することを可能にする。

LS3 創造的思考
どんな選択肢があるか、⾏動あるいは⾏動しないことがもたらすさまざま
な結果について考えることを可能とし、意志決定と問題解決を助ける。

LS4 批判的思考 情報や経験を客観的に分析する能⼒である。

LS5 効果的コミュニケーション
私たちの⽂化や状況にあったやり⽅で、⾔語的にまたは⾮⾔語的に⾃分を
表現する能⼒である。

LS6 対⼈関係スキル 好ましいやり⽅で⼈と接触することができる。

LS7 ⾃⼰意識
⾃分⾃⾝、⾃分の性格、⾃分の⻑所と弱点、したいことや嫌いなことを知
ることである。

LS8
共感性

（共感する能⼒）
⾃分が良く知らない状況におかれている⼈の⽣き⽅であっても、それを⼼
に描くことができる能⼒のことである。

LS9
情動への対処

（感情を制御する能⼒）
⾃分や他者の情動を認識し、情動が⾏動にどのように影響するかを知り、
情動に適切に対処する能⼒のことである。

LS10 ストレスへの対処
⽣活上のストレス源を認識し、ストレスの影響を知り、ストレスのレベル
をコントロールすることである。

ライフスキル（LS）の項⽬

2  1 2
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概念名 定義
LS1:

意志決定
LS2:

問題解決

LS3:
創造的
思考

LS4:
批判的
思考

LS5:
効果的コミュ
ニケーション

LS6:
対⼈関係ス
キル

LS7:
⾃⼰意識

LS8:
共感性

LS9:
情動への
対処

LS10:
ストレスへ
の対処

①：快感情
⽔辺や海で⾃然体験を実施することによっ
て参加者が得ることのできる快い感情

○

②：要求と必要性
参加者が海や⽔の特性（要求）に何とか対
応しなければならないこと（必要性）

○

③：⼼構えや準備
海や⽔辺での安全性の確保や⾃分の命を守
るための⼼構えや準備

○

④：必然的なコミュニケー
ション体験

活動形態に内在する（求められる）必然的
なコミュニケーション

○ ○ ○

⑤：対応・対処する体験
変化する環境や状況へ対応・対処する体験
が⽣じる

○ ○ ○

⑥：⼯夫・試⾏錯誤する体験
限られた状況に対して考えて⼯夫し、試⾏
錯誤する体験

○ ○ ○

⑦：挑戦する体験
⼀歩踏み出す、克服する、⽬標を設定す
る、⾃分で決めるといった要素

○ ○

⑧：⾃信や達成感の獲得
⾏動とその結果から得られる達成感や⾃信
の獲得があること

○ ○

⑨：⾃然を通した⾃⼰評価
⾃然の中で活動することを通して正しい⾃
⼰評価が可能となること

○

⑩：他者や状況を受け⼊れる
⾃然の状況や共に活動する他者を受け⼊れ
ること

○ ○ ○

⑪：⾒極める・あきらめる
海での⾃然体験を通して洞察⼒や判断⼒が
養成されること

○ ○

⑫：主体性の獲得 ⾃分の能⼒を⾒極めて⾃ら⾏う能⼒の向上 ○ ○ ○ ○

⑬：リーダーシップの獲得 リーダー体験による成⻑ ○ ○ ○ ○ ○
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ORIGINAL INVESTIGATION
A qualitative study on the effects of natural experiential activities at sea for acquiring life skills  
An exploratory study from an instructor’s perspective. 
 

CHIASHI Koichi1, TOMAGO Hisayo1, MATSUMOTO Hideo3. 
1 Tokyo university of Marine Science and Technology; 2 Tokai University.  

 

Jpn. J. Marit. Activity, 10(2):15-23, 2022

8Submitted  22 April, 2020; accepted in final form: 10 August 2021
 

Abstract  
 The objectives of the present study were to explore the effects of experiencing nature at sea on life skill acquisition, 

identify concepts that influence the acquisition of life skills, and reveal the relationship among these concepts from 

the instructor's viewpoint. Interviews were conducted with 13 instructors. Variations were extracted from the collected 

data. Using these variations as specific examples, 13 concepts were determined and five categories based on the 

relationships among the concepts were identified. A storyline was then developed based on the relationships among 

the categories. It was revealed that emotions, reactions, and responses that were included in “reactions and responses 

to the characteristics of waterfronts and the sea” occurred while experiencing nature at sea. The storyline revealed 

that “experiences in responding to situations that arise during the activity” were inspiring, bringing about 

transformations such as “discovering one’s self-worth” and “empathy and acceptance”, and leading to growth as 

indicated by the fact that “a sense of independence and new perspectives were acquired”. It was suggested that the 

generated 13 concepts and five categories influenced the participants’ acquisition of life skills. 

 

 
Key Words: sea, natural experiential activities, life skills, instructors, qualitative study. 

Corresponding author : CHIASHI Koichi, e-mail : chiashi@chiashi.jp 
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